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ファシリティマネジメント講演会２０２２の開催について（ご案内） 

 
 
 

 平素は、四国ファシリティマネジメント協会の活動にご理解とご協力をいただき、ありが

とうございます。 
 ファシリティマネジメント（ＦＭ）は、企業や団体にとって施設の最適化や経営効率のア

ップ、省エネルギー等の効果が期待できることから、厳しい財政状況にある地方自治体にお

いても、地方創生の効果的な手法として注目され、高い関心を持って取り組まれております。 
香川県では「香川県新ファシリティマネジメント推進計画」を策定し、「ファシリティ情報

の一元化」、「県有資産の効率的な運用や長寿命化」、「維持管理経費の縮減」、「未利用地の処

分・利活用の推進」、「安全な県有建物の維持」の５本柱の取組みを推進しています。 
今年も香川県との共催で県内自治体、民間企業の担当者の皆様を対象とした「ファシリテ

ィマネジメント講演会２０２２」を別紙のとおり開催しますので、ご出席方よろしくお願い

申し上げます。つきましては出席者名簿を事務局までメールにてご提出くださいますよう併

せてお願いいたします。 

 
 

 
 
 

問い合わせ先 

  
  四国ファシリティマネジメント協会 
             事務局 三好 
         メール info@s-fma.jp 



（別紙） 

ファシリティマネジメント講演会２０２２ 

 
 
 １ 目的  ファシリティマネジメントの意義や具体的な取組みについて、理解を深める。 

 
 ２ 主催  香川県 

四国ファシリティマネジメント協会（ＳＦＭＡ） 

 
 ３ 後援  公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会（ＪＦＭＡ） 
       一般社団法人日本建築学会四国支部香川支所 

 
 ４ 日時  令和４年８月３１日（水）１４時～１６時３０分 
                   （受付１３時３０分）   
５ 場所  香川県社会福祉総合センター ７階 大会議室 

        高松市番町１丁目１０番３５号 

https://kagawa-swc.or.jp/home/home.htm 
 ６ 対象  県内自治体の施設管理担当者 
       県内民間企業の施設管理担当者 

建設会社、設計事務所、大学関係者 など 

 
 ７ 講演内容 ・「カーボンニュートラルの実現に向けた県有建築物の整備について」 

           講師 福島県 建築総室営繕課 電気設備担当  
専門電気技師 風間猛雄 様 

               
 ・「廃校施設の有効活用について」 

             ～文部科学省「みんなの廃校プロジェクト」～ 
 講師 文部科学省 大臣官房文教施設企画・防災部施設助成課 

課長補佐 亀田恒治 様 

 

 ・「ＤＸ時代の自治体オフィス」 
～オフィスは時代に合わせて進化する～ 

講師 コクヨ株式会社 ファニチャー事業本部 ＴＣＭ本部 
官公庁コンサルティング部 コンサルティンググループ 
チーフコンサルタント 八上 俊宏 様 

 
※講演の概要は別添のとおり。 

 



 
  四国ファシリティマネジメント協会 
             事務局 三好 行 

      メール info@s-fma.jp 
 
Ｅメールにて返信ください。 

 回答期限８月１７日（水） 

 

ファシリティマネジメント講演会２０２２ 出席者名簿 

 
 
                   会社名              
                   担当者              
                   電話番号             

 

所属名 職 名 氏 名 備考 

（例）四国ＦＭ協会 理事 四国 太郎  

    

    

    

    

    

    

    

※参加は無料です。 
※新型コロナウイルス感染症対策のため、入場時の検温、消毒にご協力ください。 

 ※講演中の録画・録音はご遠慮ください。 
※本講演会は、公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会（ＪＦＭＡ） 
認定ファシリティマネジャー資格更新講習Ｂ方式ポイント対象講座です。（１ポイント） 
※本講演会は、建築ＣＰＤ制度の認定プログラムです。（２単位） 

  
 



（別添） 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講演会の概要 

 

「カーボンニュートラルの実現に向けた県有建築物の整備について」 
 福島県 土木部建築総室営繕課 電気設備担当 

専門電気技師 風間猛雄（かざま たけお）様 

＜概要＞ 
福島県では、平成23年に発生した東日本大震災を契機として、原子力に依存しな

いエネルギー政策に転換しました。平成29年に「福島県 再エネ・省エネ推進建築

物整備指針」、平成30年に「福島県 再エネ・省エネ設計ガイドライン」を策定し、

全庁的な共通認識のもとでエネルギーの利用に関する県有建築物の整備の方向性

を明確にすることにより、省エネルギー対策によるエネルギー使用の効率化や再生

可能エネルギーの積極的導入を推進してきました。 

また、令和3年2月には知事が「福島県2050年カーボンニュートラル」を宣言したと

ころです。 

本講演では、本県の県有建築物の整備における省エネルギー及び再生可能エネル

ギー促進に関する取組について説明するとともに、令和元年度に竣工し東北の庁舎

として初めてNearlyZEBを取得した須賀川土木事務所の取組事例などについてご紹

介します。 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
「廃校施設の有効活用について」～文部科学省「みんなの廃校プロジェクト」～ 
文部科学省 大臣官房文教施設企画・防災部施設助成課  

課長補佐 亀田恒治 様 

 
「ＤＸ時代の自治体オフィス」～オフィスは時代に合わせて進化する～ 
コクヨ株式会社 ファニチャー事業本部 ＴＣＭ本部 官公庁コンサルティング部 

コンサルティンググループ チーフコンサルタント 八上 俊宏 様 

 

＜概要＞ 
全国における廃校施設情報の提供及び国の政策等について紹介します。 
主な内容は、活用事例紹介、廃校活用の現状・課題の共有、文科省の取組（みんな

の廃校プロジェクトを中心に）、他省庁の補助制度等です。 
参考に、昨年度のマッチングイベント情報は以下をご覧ください。

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyosei/1422877_00004.htm 

＜概要＞  
ＤＸ自体の自治体オフィスの最新動向を紹介いたします。 

 主な内容は、以下の通りです、 
１．これまでの自治体オフィス 

     ・高度経済成長期のオフィス 
     ・ネットワーク導入期のオフィス 
    ２．これからの自治体オフィス 
     ・自治体 DX の背景 
     ・DX 時代の新しい働き方とオフィス 
    ３．新しいオフィス空間の実現に向けて 

講演会の概要 


